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                表１． 年度別にみた保育者数の推移   単位：人／園 
   
年度 基準保育士必要数 不足保育士数 嘱託職員配置園数 
1992 44 14 13 
1993 45 15 24 
1994 47 17 27 
1995 48 17 41 
1996 50 19 37 
   













































   

























































          表３. Ａ区における障害児の入所申し込み状況      単位：人 
   
年度 2004年 2005年 2006年 2007年 









待機数 15 ８ ５ ８ 
取り下げ ０ ３ ０ ０ 
   










                 表４． 障害別入所児童数の変化          単位：人 
   
年度 1979年 1983年 1989年 1993年 1998年 2006年 
視覚障害 5 3 2 1 0 0 3 0 1 1 2 2 
聴覚障害 5 4 3 2 6 1 7 1 3 0 2 1 
肢体不自由 11 4 31 11 27 8 41 15 62 30 36 17 
内部疾患 7 3 24 19 14 13 11 10 12 10 5 3 
知的障害 133 38 181 40 220 65 227 63 248 78 174 73 
自閉症候群 50 0 55 40 59 20 96 31 142 88 384 208 
その他 31 0 31 1 4 0 1 0 26 9 44 25 
計 242 52 327 114 330 107 386 120 494 216 647 329 
   
   注１ 各欄の点線右側は中度再掲。 注２ 障害種別は「障害児保育対象児認定基準表」による。 






























          表５． 障害児に対応した必要保育士数と配置された保育士数  単位：人 
   
年度 1980 1985 1989 1990 1994 1998 2004 2005 
中度児 12 24 29 35 67 93 176 194 
軽度児 75 84 107 124 115 167 152 202 
必要保育士 19 25 22 37 46 65 89 105 
保育士配置 21 30 30 30 30 26 27 27 
   
     資料：名古屋市発行「名古屋市の保育」1980～2005年度版より筆者作成 中度児３：１ 
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１．稲沢潤子著『涙より美しいもの』大月書店、1981年、ｐ196 
２．清水貞夫・小松秀茂著『統合保育 その理論と実際』学苑社、1987年、p15 
３．「池内」「かわらまち」編集委員会佐藤貴美子編著『ありがとう保育園 時代の求める保育に挑み続け
て』ひとなる書房、1994年、p14 
４．名古屋市障害児保育指導委員会監修『障害児保育のあり方を求めてー名古屋市障害児保育10年の歩み
ー』名古屋市、1989年、ｐ1 
５．小林ゆうこ著『「小さい人」を救えない国ニッポン児童虐待と闘った祖父江文宏の遺言』ポプラ社、
2006年、p72 
６．名古屋キリスト教社会館保育部『えがおがきこえる』名古屋キリスト教社会館保育部、1985年、p50 
７．小林ゆうこ著 前掲書、p68 
８．名古屋キリスト教社会館保育部 前掲書、ｐ50 
９．前掲書『10年の歩み』、資料３、p10-p16 
10．保育方法として次の様な内容を示している。①障害児の発達は、健常児に比べて遅くても、障害児がそ
れなりに努力して新しい行動を獲得できたものであるので、その努力を評価し、喜びあえるような人間関
係をつくることが大切である。②障害児が健常児から援助してもらう関係だけでなく、障害児も役割をも
ち、責任をはたすことで自信をつくっていく。③個別的な援助も必要である。④保育計画は弾力性のある
ものとし、障害児の発達課題にこたえるための個有の保育活動も保証する。⑤障害児保育は、全職員、全
保護者の理解と協力が必要である。 
11．障害児保育の条件について次の様な内容を示している。①保育形態は、障害児と健常児と同じクラスで
保育。特定の保母を専念又は複数の保母が共同して保育するよう考慮する。②クラス編成の条件として、
一般のクラス編成より児童数を減じるのが望ましい。１クラスにおける障害児数は、３名以下とすること
が適当である。③職員配置及び研修については、職員配置は少なくとも障害児３人に対して保母１名の加
算をするとし、すべての保母に障害児に対する保育の技術をもたせるべきである。 
12．宍戸健夫+愛知保育問題研究会史編集委員会編『あしたの子ども』新読書社、2002年、p167-p168 
13．『10年の歩み』、資料15、p43。指導委員会は、次の各号に掲げる事項について調査審議する。（１）障害
児の保育所への入所についての適正な指導に関すること。（２）保育所へ入所した障害児への指導に関す
ること。（３）障害児をもつ保護者への指導助言及び相談に関すること。（４）障害児保育の実施に関する
具体的な検討に関すること。 
14．『10年の歩み』、ｐ14-ｐ15。①民間保育所の場合指定園を８か所から10か所に増やし運営費助成を充実
する。②障害児保育対象児認定基準表の作成をする。③市立保育所の場合「障害児保育実施計画案」を作
成④３歳未満児の障害児については、概ね3歳以上児を対象としていたので認定基準表の注釈を追加する。
⑤自閉症児の場合“自閉症”と診断された者と“自閉的傾向”とされた者の取り扱いは行動異常と保育困
難度の兼ね合いで判断する。⑥重度障害児の場合，発足当初は重度児を含め集団保育の効果が期待される
児童を対象児としていたので認定基準表の改定を行う。［注釈］２．保育所で行う保育になじまず、集団
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名古屋市における統合保育の歴史と課題 
保育が困難で日々通所できないものは保育所における保育の対象としない。⑦ボーダーゾーンの障害児の
場合は、保育困難度を指標として考えると対象として認定する方向で対応してきたが､昭和59年「名古屋
市障害児保育指導委員会覚書」を作成する。審議の結果ボーダーゾーンにあるケースについて（ア）３歳
以上児については、行動異常等保育困難が伴うものは、対象児として有期認定とする。（イ）２歳児につ
いては、発育の個人差もあり、障害程度が明らかでない場合は、対象外とする。 
15．『10年の歩み』p33 
16．『10年の歩み』p33 
17．名古屋市障害児保育指導委員会監修『障害児保育の現実と理想 名古屋市障害児保育20年誌』（以下、
『20年誌』）名古屋市、1999年、p5‐p6 
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20．『20年誌』p10 
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22．全国保育問題研究協議会編著『障害乳幼児の発達と仲間づくり』新読書社、ｐ149－ｐ157 
23．『20年誌』p17 
24．『20年誌』p20 
25．全国保育問題研究会協議会編著 前掲書、p157 
26．名古屋市健康福祉局児童家庭部保育課編集『子どもの笑顔が輝くためにー人権保育の実践に向けてー名
古屋市人権保育推進編』名古屋市健康福祉局児童家庭部保育課、2006年、ｐ9 
27．名古屋市発行「名古屋市の保育」1979年度～2005年度分参照 
28．南部療育センターそよ風発行『2006年度事業概要』2006年、ｐ6 
29．高浜市こども未来部子育て施設グループ「平成17・18年度幼稚園における障害のある幼児の受け入れや
指導に関する調査研究」 
30．名古屋市民間保育園連盟『なごや子ども・子育てわくわくプラン=名古屋市次世代育成行動計画に対す
る意見書』2006年 
 
 
